
。 広報
く平成10年 5月 NO.299) 

下林分館優勝

第41 田町民大運動会開催 …一一…2
役場各課紹介(社会教育課) ...........3 

国保・ごみ … ・ ・ ……一一 ……….-4 
税金・国民年金 - 一 ・ 5 
保健一………一 一 … . .. . ........ .6 ・ 7

社会教育ー… - 一…..... ・…ー8 ・ 9

シリーズ人権 …・・…………… .. .. . . 10

水道・区長名簿ー・・ ・… . 11

町職員名簿 … .. ・ E ・ - 一 …一 一 12 ・ 13

お知らせ -… … .... . .… 一 一…… ....14

こんなこと・あんなこと ……・…・・ ... . 15

戸籍の窓・おめでとう・町民カレンダー…ー 16

、

4月 1 日現在

世帯数 7，900 (一 31 )

人口 22，523(一123)

男 10，794 (- 56) 

女 11 ，729 (一 67)
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コ
ン
ニ
チ
ワ

教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
で
す

私
た
ち
社
会
教
育
課
は
、
中
央

公
民
館

・

図
書
館

・

歴
史
民
俗
資

料
館
を
拠
点
に
、
心
の
通
う
ふ
る

さ
と

"

つ
く
り

を
目
指
し
て
が
ん
ば

っ
て
い
ま
す
。

社
会
教
育
課
に
は
ど
の
よ

う
な
係
が
あ
り
ま
す
か

社
会
教
育
係

・

公
民
館
係

・

社

会
体
育
係

・

図
書
館
係
・
歴
史
民

俗
資
料
館
係
が
あ
り
ま
す。

広報しげのぷ3 

そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な

仕
事
を
し
て
い
ま
す
か

社
会
教
育
係
、
公
民
館
係
、

社
会
体
育
係

は
、
互
い
に
連
携
、

協
力
の
も
と
生
涯
学
習
活
動

(福

寿
大
学
や
手
話
教
室
な
ど
て
公
民

館
活
動
(
花
い
っ
ぱ
い
運
動
や
獅

子
舞
大
会
な
ど
て
ス
ポ
ー
ツ
活
動

(町
民
大
運
動
会
や
成
人
バ
レ
ー

ボ

ー
ル
大
会
な
ど
て

同
和
教
育
活
動

(人
権
講
座
や
生
き
生
き
講
座
な

ど
て
青
少
年
教
育
活
動
(
わ
ん
ぱ

く
広
場
や
青
少
年
補
導
セ
ン
タ

ー

な
ど
て
家
庭

・

婦
人
教
育
活
動

(
家
庭
教
育
学
級
や
中
央
レ
デ
ィ

ー

ス
学
級
な
ど
)
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す

。

ど
て

か
ぼ
ち
ゃ
栽
培
教
室

、

フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
座

の
新
教
室

ま
た

、

最
近
は
親
子
の
ふ
れ
合
い

が
大
切
で
あ
る
と
の
考
え
か
ら

親

子
ふ
れ
合
い
広
場

に
は
新
メ
ニ
ュ

ー

を

加
え
ま
し
た

。

皆
様
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

図
書
館
係
は
、
町
立
図
書
館
の

運
営
の
他
に
宅
配
サ
ー

ビ
ス
や
移

動
図
書
館
車
の
運
行
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

昨
年
新
し
く
な
っ
た

か
ぼ
ち
ゃ
ん
号

も
大
変
好
評
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す

。

新
刊
を
積
み

こ
み

、

皆
さ
ん
の
近
く
に
お
伺
い

し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

歴
史
民
俗
資
料
館
係
は
、
埋
蔵

文
化
財
の
調

査
、
発
掘
や
指
定
文

化
財
の
保
護
管
理
と
あ
わ
せ
て

、

歴
史
民
俗
資
料
館

の
運
営
を
行
っ

て
い
ま
す
。

資
料
館
は
、
テ
ー

マ

を
変
え
な
が
ら
常
時
展
示
を
し
て

い
ま
す
の
で
是
非
お
越
し
下
さ
い
。

社
会
教
育
課
か
う
の

お
知
う
せ

社
会
教
育
課
で
は
、
今
ど
の
よ

う
な
事
業
を
展
開
し
て
い
る
か
町

民
の
皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
教
室
の
ご
案
内

や
毎
月

図
書

館
だ
よ
り

を
発
行
し
て
い
ま
す

。

ま
た
、

広
報
に
も
生
涯
学
習
に
関

す
る
事
、
人
権
教
育
に
関
す
る
事
、

い
じ
め
登
校
拒
否
問
題
に
関
す
る

事
、
歴
史
民
俗
資
料
館
の
展
示
に

関
す
る
事
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で

、

是
非

、

ご
覧
下
さ
い
。

「
ま
も
る
く
ん
の
家
」

「
ま
も
る
く
ん
の
家
」
と
は

、

通
学
中
の
児
童

・
生
徒
が
犯
罪
の

被
害
に
遭
い
そ
う
に
な

っ
た
と

き
に
、
逃
げ
込
み

、

保
護
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
で
す
。

「
ま
も
る
く
ん
の
家
」
は
、町

内
百

二
十
九
ヶ
所
の
個
人
住

宅
・
商
店
等
に
、
平
成
九
年
十

二
月
か
ら
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
拝
志

・

上
林
校
区

の
設
置
者

(
三十
五
名
)に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

阿
悶
樹
園

下
林
森
文
雄藤
井
省
三

二
シ
オ
カ
産

機

丹
生
火口
実
元

吉
田
寿

丹
生
省
拓
男

安
田
辰
男

森
正
子

原
田
豊

野
中
清
直

大
野

義
孝

井
上
正
記

白
石
健
二

青
森
猛

井
上
孝
子

谷
松

薫

拝
志
・
上
林
校
区
紹
介

高
橋
富
枝

高
市
睦
美

J
A

上
村
出
張
所

石
丸
要

津
川
敬
一

「
ま
も
る
く
ん
の
家
」
に
は

こ
の
マ
ー
ク

が
あ
る
よ

4
『

上
村

白
州
附
図

上
林
高
須

賀

要

高
須
賀
完
吾

富
永
幸
雄

林
一
志

山
内
良
一

菅
能
邦
宏

越
智
達
夫

(商
店
)

菅
原
保

山
内
友
親

菅
野
明

(商
店
)

八
木
隆
治

桂
浦
美
栄
子

山
口
永
治

菅
能
信
久
(自
動
車
商
会
)
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国

{呆

は
り
・
き
ゅ
う
施
術
費

助
成
に
つ
い
て

こ
の
制
度
は
、
町

民
が
は
り

・

き
ゅ
う
の
施
術
を
受
け
た
場
合
に

そ
の

費
用
の

一
部
を
助
成
し
て
、

町
民
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

受
給
資
格
者

①
施
術
を
受
け
た

日
現
在
に
お
い

て
満
七
十
歳
以
上
に
達
し
て
い

る
方
。

②
三
級
以
上
の
身
体
障

害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
。

①
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
方
。

申
請
の
方
法

は
り

・

き
ゅ
う
施
術
費
助
成
請

求
書
に
施
術
担
当
機
関
の
証
明

を
受
け
て
請
求
す
る
。

支
給
月
額

一
回
千
円
で
一
ヶ月
五
回
が
限
度
。

支
払
方
法

口
座
振
込

申
請
書
交
付
・
申
請
先

役
場
福
祉
課

知
っ
て
い
ま
す
か

H

退
職
者
医
療
制
度
H

会
社
や
役
所
等
を
退
職
し

、

厚

生
年
金
や
共
済
年
金
を
受
給
し
て

い
る
七
十
歳
未
満
の
人
と
そ
の
家

族
は
、
「
退
職
者
医
療
制
度
」
で
診

療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

該
当
す
る
人

次
の
三
つ
の
条
件
に
あ
て
は
ま

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

ヲ
。
。

②
老
人
保
健
法
の
適
用
を
受
け
て

し
な
u
。

①
老
齢
(退
職
)
年
金
の
受給
者
で

そ
の
加
入
期
間
が
二
十
年
以
上
、

ま
た
は
四
十
歳
以
後
の
期
聞
が

十
年
以
上
あ
る
。

自
己
負
担
金

①
退
職
被
保
険
者
本
人

入
院

・

通
院
と
も

医
療
費
の
二

室
口

⑦
涙
養
家
族

入
院
は
医
療
費
の

二
割

通
院
は
医
療
費
の

三
割

※
外
来
時
の
薬

代
は
別
途
負
担
、
入
院
時
の

食
事
代
は
別
途
定
額
負
担
に
な
り
ま
す
。

届
け
出

年
金
証
書
を
受
け
取
っ
た
ら

、

十
四
日
以
内
に

役
場
福
祉
課
へ
年

金
証
書
、
保
険
証
、
印
鑑
を
持
参

し
て
届
け
出
て
下
さ
い
。

老
人
医
療

一
部
負
担
金
に
つ
い
て

病
気
や
ケ
ガ
で
お
医
者
さ
ん
に

か
か
る
と
き
は

、

受
診
医
療
機
関

ご
と
に
左
表
の
よ
う
な

一
部
負
担

金
を
支
払
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

た
だ
し
、
同
じ
医
療
機
関
で
も

歯
科
で
受
診
し
た
場
合
は
、
そ
れ

ぞ
れ
で

一
部
負
担
金
を
支
払
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

窓口で支払う一部負担金 ( 1 日あたり )
外 来 入 院

500円 平成10年4月 1 日- 1 ， 100円
同じ医療機関において 1 か月 4 平成11 年4月 1 日- 1 ，200円
固まで負担(最高2，000円 ) 。

※食事代は別途定額負担
※薬代は別途負担

住民税非課税世帯等で老齢福祉年金
(平成 1 1 年度以降は医療費の伸びに応じ

をうけている人は 、 1 日 500円て変わることがあります。 )

四
分
別

す
で
に
広
報
や
各

地
区
で
の
説
注

意
下
さ
い
。

明
会
等
で
ご
案
内
し
ま
し
た
よ
う
詳
し
く
は
、
各
世
帯
に
配
布
し

に
、
四
月
か
ら
、
再
資
源
化
率
の
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト

「
家
庭
ご
み
の

向
上
と
、
ご
み
の
減

量
を
目
的
と
分
別
と
正
し
い
出
し
方
」
を
ご
覧

し
た
分
別
収
集
が
実
施
さ
れ
て
い
下
さ
い

。

ま
す
。

分
別
収
集
の
実

施
に
あ
た
ま
た
、
粗
大
ご
み
を
出
す
日
時

り
、

ご
み
を
出
す
日
時
や
出
し
方
も

変
わ
り

ま
し
た
の
で
、
あ

わ
せ

が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
の
で
ご
て
ご
注
意
下
さ
い

。

燃やさないごみ (必ず次の4種類に分けて下 さ い)

分別方法
空き缶・ びん
金属類 ガラス類 ベットボトJレ 燃やさないごみ

毎月第 1 ・ 3 日曜日
毎月第2 ・ 4日曜日
(午前611寺~午後6時)

出す日時 (午前6時~午後6時) ※田窪田地区は

※田窪田地区は 午前8時~午前 11 U寺

午前8時~午前 1I U寺 ※横河原区は第 卜 3 日曜日

午前6時~午後611寺

- 無色透明で、、印刷がされていない袋に入れて下さい。

出し方 - 中身は、必ず使い切っ てか ら 出して下さい。

- 容器類は、簡単にすすいで、水を切ってから出して下さい。

粗大ごみ

毎月第4水曜日
(午前6時~午後6 [1寺)
※ 庄i窪団地区は第4日曜日

午前81時~午前 II 時

※横河原区は第 1 '3 日曜日

午前6時~午後6時

出す

日時

分別収集に関する
問い合わせ先

役場生活環境課

窟964-2001 (代)



確
定
申
告
が
間
違
つ

確
定
申
告
の
内
容
に
間
違
い
が

あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
り
、
申

告

を
忘
れ
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
。

も
う

一
度
確
認
を
し
て
下
さ
い
。

申
告
に
間
違
い
が
あ
る
と
き
は
、

訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま

た
、
申
告
を
忘
れ
て
い
る
方
は
、

直
ち
に
申
告
を
し
て
下
さ
い
。

間
違
い
が
あ
っ
た
と
き
の
訂
正

の
仕
方
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す。

税
額
を
多
く

申
告
し
て
い
た
と
き

「
更
正
の
請
求
」
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
正
し
い
税
額
に
訂
正
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

税
務
署
備
え
付

け
の
更
正
の
請
求
書
に
訂
正
金
額

な
ど
を
記
入
し
て
提
出
し
て
下
さ

、

。

トv

更
正
の
請
求
が
で
き
る
期
間
は

申
告
期
限
か
ら

一
年
以
内
で
す
か

ら
、
平
成
九
年
分
の
所
得
税
の
確

定
申
告
に
つ
い
て
は
平
成
十

一
年

広報しげのぶ

税
金

5 

て
い
た
と
き

三
月
十
六
日
ま
で
と
な
り
ま
す

。

更
正
の
請
求

書
が
提
出
さ
れ
る

と
税
務
署
で
そ
の
内
容
が
検
討
さ

れ
、
正
当
と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、

納
め
過
ぎ
の
税
金
が
還
付
さ
れ
ま

す
。税

額
を
少
な
く

申
告
し
て
い
た
と
き

「
修
正
申止巳
を
し
て
正
し
い
税
額

に
修
正
し
て
下
さ
い
。

税
務
署
備

え
付
け
の
修
正
申
告

書
に
修
正
金

額
な
ど
を
記
入
し
て
提
出
し
て
下

さ
い
。

修
正
申
告
は
、
税
務
署
か
ら
更

正
を
受
け
る
ま
で
は
い
つ
で
も
で

き
ま
す
が
、
な
る
べ
く
早
く
申
告

さ
れ
ま
す
よ
う
お
勧
め
し
ま
す

。

税
務
署
の
調
査
を
受
け
る
前
に
自

主
的
に
修
正
申
告
を
し
た
と
き
に

は
、
過
少
申
告
加

算
税
(十
%
ま
た

は
十
五
%
)
が
か
か
り
ま
せ
ん。

な
お
、
修
正
申
告
に
よ
っ
て
新

た
に
納
め
る
こ
と
に
な
っ
た
税
額

は
、
修
正
申
告

書
を
提
出
す
る
日

ま
で
に
納
め
て
下
さ
い
。

こ
の
税

額
に
は
、
法
定
納
期
限
の
翌
日
か

ら
納
付
す
る
日
ま
で
の
期
間
に
つ

い
て
延
滞
税
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

併
せ
て
納
め
て
下
さ
い
。

確
定
申
告
を

忘
れ
て
い
た
と
き

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
に
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と

き
は
、
直
ち
に
確
定
申
告
を
し
て

下
さ
い
。

申
告
用
紙
は
、
税
務
署

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

申
告
期
限
を
過
ぎ
て
か
ら
の
申

告
を
「
期
限
後
申
告
」
と
い
い
、
税

務
署
か
ら
決
定
を
受
け
る
ま
で
は

い
つ
で
も
で
き
ま
す
が

、

な
る
べ

く
早
く
申
告
さ
れ
ま
す
よ
う
お
勧

め
し
ま
す
。

税
務
署
の
調
査
を
受

け
る
前
に
自
主
的
に
期
限
後
申
告

を
し
た
と
き
は
、
無
申
告
加

算
税

が
五
%
(
税
務
署
の
調
査
ま
た
は
決

定
後
等
の
場
合
は
十
五
%
)
に
軽
減

さ
れ
ま
す
。

な
お
、
期
限
後
申
告
に
よ
っ
て

納
め
る
こ
と
に
な
っ
た
税
額
は
、

申
告
書
を
提
出
す
る
日
ま
で
に
納

め
て
下
さ
い

。

こ
の
税
額
に
は
、

法
定
納
期
限
の
翌
日
か
ら
納
付
す

る
日
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
延
滞

税
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
併
せ
て

納
め
て
下
さ
い
。

〈
詳
し
い
こ
と
は
、
税
務
署
ま
た
は

税
務
相
談
室
に
お
問
い
合
わ
せ
下

支
」
い。
〉

5月の納税

軽自動車税

納税期限 6月 1 回目)

JO年度自動車税の納期限は
Ä--rã月1日(月)で訊

松山市北持田町132

松山地方局課税第二課

国
民
年
金

国
民
年
金
の
加
入
手
続
を

し
ま
し
ょ
う

皆
さ
ん
、
国
民
年
金
の
加
入
手

続
き
は
お
済
み
で
す
か
。

国
民
年
金
に
は
、

厚
生
年
金
や

共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
な
い

二

十
歳
か
ら

六
十
歳
に
な
る
ま
で
の

方
が
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

加
入
の
届
出
が
遅
れ
た
り
、
保

険
料
を
納
め
て
い
な
い
場
合
、
老

齢
基
礎
年
金
は
も
ち
ろ
ん
、
万

一

の
場
合
に
年
金
が
受
け
ら

れ
な
い

こ
と
に
な
り
ま
す

。

自
分
の
た
め
に
も
、
ま
た

家
族

の
た
め
に
も
年

金
は
大
変

重
要
で

す
。

ま
だ
加
入
手
続
き
を
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
ま
だ
先
と
い
わ
ず
、

一
日
で
も
早
く
役
場
福
祉
課
で
手

続
き
を
し
て
保
険
料
を
納
め
ま
し

よ
ろ
も
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{呆

健

申
し
込
み

・

問
い
合
わ
せ
先

保
健
婦
直
通
電
話

富
九
六
四
|
四

一
七
O

ま
た
は富

九
六
四
|
二
O
O

一
的

内
続
三
二

・

一二
一
一
一

4
月
か
う

減
量
・
増量キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施

「
体
重
を
減
ら
し
た
い
け
ど

、

三
日
坊
主
で
減
量
が
続
か
な
い
。

」

と
、
よ
く
相
談
を
受
け
ま
す
。

そ
こ
で

、

こ
の
四
月
か
ら

、

ま

ず
自
分
の
現
在
の
体
重
と

、

標
準

体
重
を
算
出
し
て

、

標
準
体
重
に

少
し
で
も
近
づ
い
て
い
け
る
よ
う

減
量

・

増
量
キ
ャ
ン
ペ

ー

ン
を
始

め
ま
し
た
。

現
在
十
名
の
方
が
減
量
に
む
か

つ
て
努
力
中
で
す
。

実
施
方
法
等

は
、
申
し
込
み
後
送
付
し
て
い
ま

す
。

ま
ず
は
、
お
電
話
下
さ
い
。

※
参
考
標
準
体
重
(
同
)
H

身
長
(m
)×
身
長

(
m
)×
辺

(巧
6月 11 日講師
辻井循環器科内科
院長辻井武庫先生

「これで脳卒中もこわくなしり
今年の健康教室は脳卒中をテーマに、脳卒中を予防するための健康改善の方

法や、倒れたときの対処 ・ 介護の方法について考えていきます。

皆さんお誘い合わせのうえお越しください。

対象者 どなたでも参加できます。 (できるだけ全講座を受講して下さい。 )

申し込み方法 5月 18 日 (月 )~22 日悩まで電話受付 。

・ l つの講座だけでも受r，WJ'で、きます。 ただし、開催日の5 日前までに申し込みを

して下さい。

・ 講師の都合で日程が変更する場合があります。 申し込み者には変更をお知ら

せします。

回 日 時 場所 内 t円そTτ 講 師

6月 11 日(木)
町民会館2階 今からが大切。 健診で健康改善はじめよう 辻井循環器科内科

午後1時30分~3時
第1 ・ 2研修室 一脳卒中予防と健診の関係一 院長辻井武庫(健康力レンずーと

日程は異なります)

7月 10 日 (金)
町民会館 健康の秘訣は台所から① 重信町福祉課

2 午前10時~
1 階調理室 ーさらさら血液になれる食事一 管理栄養士

12時30分

8月 10 日 (月)
町民会館2階 突然の発症!あなたはどうしますか 7 藤石病院

3 午後1 時30分
第1 ・ 2研修室 救急時の対応 院長藤石慎二

~3時

マスタズスポツクフj'9月 10 日体)
町民会館2階 健康パワーの集結|

tomorrow 健康運動指導士4 午後1 時30分
大ホール -全身に血液を送る運動一

浅海久美~3時

10月 9 日 (金)
町民会館2階 脳卒中。 医者の立場と患者の立場 松山市民病院

5 午後1 時30分
第1.2研修室 一体験談からの実際一 副院長山本祐司

~3時

11 月 10 日 (刈 見た、聞いた 。 脳卒中の実際。
重信町福祉課

6 午後1 時30分 ウ工ルケア重信 一実体験から脳卒中予防・健診・治療の
保健婦

~3時 大切さを学ぶ

12月 10 日 (木) 堂大医学部
家にある物を上手く使って (株)総合リハビ‘ 1)ァーションサービス

7 午後1 時30分 看護学科
安心・楽ちん介護の方法 理学療法士高橋誠

~3時 地域看護実習室

1 月 11 日 (月)
町民会館1 階 健康の秘訣は台所から② 重信町福祉課

8 午前10時~
調理室 -適塩で、晶血圧を防ぐ食事一 管理栄養士

12時30分

2月 10 自体)
町民会館2階 これからの生活は、 松山記念病院

9 午後1 時30分
第1 ・ 2研修室 防げる痴呆をつくらない! 医師山本芳成

~3時

3月 10 日体) 健康パワーの集結!
マスタズスポツクフブ

町民会館2階
tomorrow 健康運動指導士10 午後1 時30分

大ホール 一運動のバラ ンスを考える
浅海久美~3時

3月 17 日体) 堂大医学部
これまでの学習のおさらし、。 重信町福祉課

11 午後1 時30分 看護学科
一これで、安心。 あなたも介護の達人に一 保健婦

~3時 地域看護実習室
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重信町では、下表のとおり 、 予防接種を実施しています。

予防接種は、感染症にかからない よう、またかかっても重くならないように免疫をつけるとと

もに 、 流行を防ぐ役割があります。 しかし、ごくまれに副反応による健康被害もあります。

予防接種をより安全に受けるためには、「予防接種手 11辰」や「予防接種と子どもの健康J 等を

よく読み、 保護者の方が予防接種についてよく理解することが大切で、す。

わからない事は、かかりつけ医等と相談しましょう 。

(注)①対象者は重信~ HIJに住民登録をしている方です。

②日程等の個人通知はしていませんので受け忘れのないように気をつけましょう 。

接 種 方 法
0指定した会場 ( 11町民会館 ・ 学校等) で受

集 ける方法です。

0 1わが家の健康カレンダー」をご覧下さ

団 い。 個人通知はしません。

0持参品 : -1ヨ子健康手帳 、 予防接種手帳

接 (予診票) 、印鑑、体温計。

※学校で受ける予防接種は配布される説

種 明書をよく読み十分ご理解のうえ、 101"

し込んで下さい。

O I IlJ内の指定医療機関で個別に受ける方

法です。 (指定医療機関下記参照)

0年間を通して接種できます。(事前に

医療機関に要予約)

個 0持参品: 母子健康手帳、予防接種手帳

(予診票及び依頼書) 、体温計。

Bリ 個別接種指定医療機関 (平成 1 0年4月 1 日現在)

接
医療機関名 所在地 電話番号

西 キサ 内 科 志津川999-6 964-2461 

藤 石 病 院 志津川1842- 1 964-1234 

種 辻井循環器科・内科 田窪2030 964-0013 

西野内科クリニック 牛測1073 964-2200 

いのうえ小児科 野田2丁目 485-1 955-0055 

石川小児科 横河原337・ 1 955-0333 

池川内科・神経内科 志津川90- 1 964・7787

種 類 対象年齢 方法

BCG 
3か月 ~4歳未満 集団接種
(ツベルクリン反応検査判定が陰性の人)

ポリオ
3か 月 ~90 か 月未満 集団接種
(6週間以上の間隔をあけて2回)

一種混合
'3か月 ~90か月未満

1期初回 l (3~8週間隔で3回)
個別接種

(145) 
ーーーーーー」一一一一一 一一 一 一ーーーー 一一一一 一一一 一一一一

: 3か月 ~90か円未満
1期追加 : ( 1 期初回 (3回)終了後12~18か月の間に1 回)
一一一一一 一 T 一一一一一ー ー ー司ー - ー 一 一 一一一一一 一一 一 一一 ー 一 一 ーーー - -

2 
期 l 小学校6年生 ( 12設に達する日の属する年度) 集団接種

, (二種混合)

麻しん(はしか) 1 2か 月 ~90か 月 未満 個別接種

風しん 1 2か月 ~90か月未満 個別接種
※原則として麻しん予防媛種後に接種 l

1 期初回 :3歳(1~4週間隔で2回) 11t 6か月
個別接種

り??1 1Lm諸問、乱用;叫苅日本脳炎 - - ー 一一一ー ー

2 期 ; 小学校4年生(9歳~12歳)
一一一一 一一 寸 一一ー-ー - ーーー ー ーーー ー一一一一一ー一一一一 集団接種
3 期 l 中学校2 ・ 3年生(14歳 15歳)

i主 ) 中学生について行う風しんの予防接種は、平成7年4月 l 日から平成 1 5 il'- 9 月 30日
までの問、 |昭和]54 flミ4 月2E1から昭和62年 1 0 J'l 1 日までの間に生まれた者について

行います。
会平成10年4月 1 日 より“ 日本脳炎第1 期予防接種"対象年齢が6か月からとなりました。

「予防接種手帳」 をお持ちの7'i は 、 予防接種一覧表の訂正をお版l \， 、します。
参考 ) 3歳以上のワクチン桜極量は0_51i!i! 、 3歳未満のワクチン接種主は0_25111 e で、す。

また、 l 期終了し、基礎免疫ができた後、免疫持続JYj I I\ J に個人差があり ますが、
迫力1 1接種を4- 5年ごとに行う必要があるといわれています。 日本脳炎第 1 1VJ予防

絞極H寺期は、かかりつけ医とよく相談して下さし、。

※予 li1jf査種についてご不明な点は、保健婦までお 11月 し、合わせ|ごさし、。

今
年
度
か
ら

、
乳
幼
児
の
ツ
ベ
ル
ク
リ

ン
反
応
検
査

及
び
B
C
G

接
種
を
、
6

月
と

日
月

に
実
施
し
ま
す
。

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
は

、

結
核
に
か
か
っ
た
か

ど
う
か
を
調
べ
る
検
査
で
す
。

注
射
の
特
時
間
後
に
判

定
を
し
て
、
陰
性
の
場
合
に

B
C
G

接
種
を
行
い
ま
す

。

B
C
G

接
種
は
、
結
核
を
予
防
す
る
た
め
の
も
の
で
す

。

左
表
の
と
お
り

、
ツ

ベ
ル
ク
リ
ン

反
応
検
査
及
び
B

C
G

接
種
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
お
越
し
下
さ
い
。

ツベルクリン反応検査 ， 2 ' ツ反判定及びBCG接種

日 程 対象者 !息日程 内 容

目⑨⑬6月 16 日 平成10年2月 28 日生まれ 吟: 6月 18 日
(刈 及び4歳未満の宋検査尼 休) 口直一'1日目今再検査

6月 23 日 6月 1 8 日ツベルクリン反応検; 月 2 日 両出 信直砂日今〈保五健キ臨密(刈 査の結果、陽性の乳幼児、 吟1t 6 休)5 

! 再検査 | 友び4歳未満の未検査児

実 場 所 町民会館 -母子健康手帳
施

午後2時~2時30分 持参品 -重信町発行の予防接種手帳(予診票)
方 時間
法 (時間厳守) -印鑑 ・ f本温計

参考) 次回|のツベルクリン反応検査及びßCG接種は、平成 10年3 月 1 EI - 7 月 3 1 日生

まれ及び4歳未満の未按種児を対象に、 1 1 月に実施しま す 。 詳しくは、「広報しげ

のぶ 10月号」でお知 らせし ま す 。
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五
月
二
十
三
日
出

午
後
七
時
三
十
分
1

町
民
会
館
第

一
・

二
研
修
室

四
国
天
文
協
会
会
員

福
田
英
利
先
生

募
集
人
数

二
十
人

(
親
子
で
の
参加
可
)

受
講
料

無
料

申
し
込
み
締
め
切
り五

月
二
十
日
制

※
受
講
者
へ
は
、
八
十
ミ
リ
天
体

望
遠
鏡
の
貸
し
出
し
を
行
い
ま
す
。

日
時

講場
師所

申
し
込
み

・

問
い
合
わ
せ
先

町
民
会
館
内

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

富
九
六
四
i

一
五
O
O
制

⑤
九
六
回
l

五
O
二
五

τ 
初
心
者
に
も
わ
か
り
や
す
く
、

星
の
楽
し
み
方
か
ら
、
少
し
専
門

的
な
と
こ
ろ
ま
で
、

一
年
間
を
通

じ
て
学
習
し
ま
す
。

第

一
回
目
は
、

春
の
星
空
に
つ

い
て
、
学
習
し
ま
す

。

プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
を
使

つ

て
の
説
明
、

天
気

が
よ
け
れ
ば
、
望
遠
鏡
で
観
測
も

し
ま
す
号

日
時

五
月
二
十

一
日

附

午
後
七
時
三
十
分
1

九
時
三
十
分

図
書
館
四
階
天
体
観
測
室

四
国
天
文
協
会
会
員

福
田
英
利
先
生

受
講
料

無
料

申
し
込
み
締
め
切
り五

月
十
八
日
開

※
参
加
希
望
者
は
、
必
ず
事
前
に

お
申
し
込
み
下
さ
い
。

講場
師所

千ot 帆an

男
性
の
み
な
さ
ん

、

お
料
理
で

ス
ト

レ
ス
を
解
消
し
て
み
ま
せ
ん

，
刀
ワ
・こ

れ
か
ら
は
、
自
分
の
体
は
自

分
で
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
機
会
を
手
始
め
に

一
緒
に
挑

戦
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

六
月
十
四
日
同

午
前
九
時
三
十
分
1十

二
時

場
所

町
民
会
館

一
階
調
理
室

講
師

ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

シ
ェ
フ
ル
l

ル
高
橋
博
子
先
生

献
立

①
か
つ
お
の
た
た
き

②
人
参
と
コ
ン
ニ
ャ
ク
の

内
口
和
ザ
え

⑦
祈
の
子
の
ワ
イ
ン
風
味

受
講
料

無
料

(
但
し
材
料
費
千
円
は
個
人
負
担)

募
集
人
数

二
十
人

申
し
込
み
締
め
切
り六

月
十
日
同

fot \.aÒ~ 

車

町
内
在
住
女
性

(職
場
が

町
内
の
方
も
可
)
三
十
名

六
月
1

二
月

(
毎月
い
ず
れ

か
の
木
曜
日
)
(
年
八回
)

午
前
九
時
三
十
分
1

十
二
時

場
所

町
民
会
館
栄
養
指
導
室

内
容

季
節
に
応
じ
た
家
庭
料
理

参
加
費

材
料
費
の
み
負
担

講
師

ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク

ー

ル

シ
ェ
フ
ル
l

ル

高
橋
博
子
先
生

申
し
込
み
締
め
切
り

五
月

二
十
五
日
開

対
象

日
時

重
信
町
で
は
、
生
涯
学
習
の

一

環
と
し
て

、

各
種
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

町
内
に
在
住
さ
れ
て
い
る
方
、

ま
た
は
町
内
に
勤
務
さ
れ
て
い
る

方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。

詳
し
く
は
、
広
報
し
げ
の
ぶ
四

月
号
と

一
緒
に
配
布
し
た
「
平
成

十
年
度
教
室
の
ご
案
内
」
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
下
さ
い
。

お
持
ち
で
な
い
場
合
は
、
町
民

会
館
・
役
場
に
あ
り
ま
す
の
で

、

お
越
し
下
さ
い
。

申
し
込
み
は
次
の
こ
と
を

、

電

話
、
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

町
民

会
館
内
社
会
教
育
課
ま
で
ご
連
絡

下
さ
い
。

・
参
/
加
希望
教
室
名
(
複
数可
)

.

住
所

・

氏
名

・

宥屯
荘
一
山
丞
百
万

国aa:J

劃皇到到劃出



話
し
上
手
は
聞
き
上
手

。

ま
ず

し
っ
か
り
聞
き
取
る
力
を
養
い
ま

'し
ょ
、
つ
。

ー
楽
し
く
さ
せ
る
話
術
。

不
愉
快

に
さ
せ
る
お
喋
り
と
は
?

1

日
時

六
月
十
日
附

午
後
七
時
三
十
分
1

九
時
三
十
分

(
六
月
か
ら
十
月
ま
で
月
二
回
開
催
)

テ
l

マ

あ
な
た
を
明
る
く

爽
や
か
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

場
所

町
民
会
館
第
一
・
二
研
修
室

募
集
人
員

二
十
名

講
師

元
南
海
放
送
ニ
ュ
ー

ス
キ

ヤ
ス
タ

l

・

南
海
放
送
学
苑
講

師
・

県
生
涯
学
習
推
進
講
師

山
崎
全
正
先
生

受
講
料

無
料

申
し
込
み
締
め
切
り

六
月
八
日
開

広報しげのぶ9 

日 '
時 し

ヤ
一血
司

①
五
月
十
七
日
制

②
五
月
二
十
三
日

ω

※
同
じ
内
容
で
行
い
ま
す
の
で
、

ど
ち
ら
か
へ
お
申
し
込
み
下

さ
い
。

午
前
九
時
山
之
内
木
地

(
酒
だ
る

村
手
前
)
集
合
(
雨
天
延
期
)

内
容
山

之
内
木
地
1

窓
峠
(
郡
境
)

の
林
道
散
策

参
加
資
格

町
内
在
住
の
小

・

中

学
生
の
親
子
。

募
集
人
数

各
回
十
家
族

講
師

元
日
本
野
鳥
の
会
研
究
部

担
当
幹
事
奥

川
健

一
氏

申
し
込
み
締
め
切
り

五
月
十
三
日
例
先
着
順

※
昼
食
等
を
ご
用
意
下
さ
い
。

『
手
話
を
習
い
ま
せ
ん
か
』

期
間

平
成
十
年
六
月
1

平
成
十

一
年
二
月

時
間(

初
級
)

午
後
七
時
1

八
時
二
十
分

(
中
級
)

午
後
八
時
三
十
分
1

九
時
三
十
分

場
所

町
民
会
館

教
材
費

テ
キ
ス
ト
代

講
師愛

媛
県
手
話
サ
ー
ク
ル
連
絡
協

議
会
会
長
河
野
静
枝
先
生

、

奥
原
し
の
ぶ
先
生
、
高
市
チ
カ

子
先
生

申
し
込
み
締
め
切
り

五
月
二
十
五
日
開

※
こ
の
教
室
は
社
会
福
祉
協
議
会

と
共
催
で
行
い
ま
す
。

できる

日程表
6月 17 ・ 24 日
7月 8 ・ 22 日
8月 5 ・ 19 日
9月 2 ・ 16 日
10月 7 ・ 21 日

11 月 11 ・ 25 日
12 月 2 ・ 9 日
1 月 13 ・ 27 日

2月 10 ・ 24 日
どれも水曜日

重
信
水
墨
画
会
(
旧
、
重
信
四
季

水
墨
画
会
)
の
元
会
員
と
現
会
員
と

に
よ
り
楽
し
く
描
い
て
ま

い
り
ま

し
た
合
同
作
品
展
を
開
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た

。

未
熟
な
作
品
で
す

が
、
ご
ゆ
っ
く
り
ご
覧
く
だ
さ
い。

期
間

五
月
九
日
ω
1

二
十
二
日

倒

(
最
終
日
は
十
六
時
ま
で
)

場
所

町
民
会
館
玄
関
ロ
ビ
ー

連
絡
先

旭
清
水

冨
九
六
回
|
九
O
七
六

市
町

楽
し
い
歌
と
す
て
き
な
お
話
で

遊
ぶ
、
ち
ょ
っ
と
お
し
ゃ
れ
な
プ

チ
・
シ
ル
エ
ッ
ト
劇
場
。

山

生
の
セ
リ

フ

Hと
H

影
絵
Hと
H

パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス

H
が
混
然
と
な
っ
た

独
自
の
ス
タ
イ
ル
で
「
ね
ず
み
の
と

う
さ
ん
ア
ナ
ト

l

ル
」
を
か
か
し
座

が
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

日
時

五
月
八
日
倒

午
後
六
時
三
十
分
1

場
所

町
民
会
館
二
階
研
修
室

参
加
費

会
員
制
(随
時
入
会
可

)

連
絡
先

石
川

清
水

宙
九
六
四
|

一
六

富
九
六
四
|
六
九
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知
っ
て
ま
す
か
?

高
齢
化
社
会
と
人
権
川

「
高
齢
者
の
資
産
は
町
が
守
ろ
う

と
、
六
五
歳
以
上
の
人
口
比
率

二

六
%
を
こ
え
る
兵
庫
県
五
色

町
(淡

路
島
)
は
四
月
か
ら
、
お
年
寄
り
に

代
わ
っ

て
財
産
を
保
管
す
る

生
活

安
全
対
策
支
援
事
業

を
始
め
る
」

(
三月
十
日
付
朝
日
新
聞
よ
り

)

こ
れ
は
、
お
年
寄
り
が
持
っ
て

い
る

不
動
産
権
利
書

や
預
金
通
帳

な
ど
を

、

希
望
が
あ
れ
ば
町
役
場

の
金
庫
で
保
管
す
る
事
業
で
す
。

お
年
寄
り
を
だ
ま
し
て
家
屋
敷

を
乗
っ
取
っ
た
り
、
預
金
や
年
金

な
ど
を
盗
む
昨
今
の
世
相
に
対
応

す
る
施
策
で
し
ょ
う
。

さ
て
、
最
近
の
新
聞
な
ど
に
、

「高
齢
者
問
題
」
に
関
わ
る
記
事
が

の
ら
な
い
日
は
な
い
と
い
っ
て
よ

い
ほ
ど
、
こ
の
問
題
は
国
民
的
関

心
事
と
な
っ
て
い
ま
す

。

と
こ
ろ
で
、
社
会
の
高
齢
化
を
計

る
尺
度
と
し
て
、

一
般
的
に
は
「
老

年
人
口
比
率

」
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
。

こ
れ
は
、
総
人
口
に
対
す
る
六

五
歳
以
上

の
人
口

比
率
を
示
し
た

も
の
で
、
「人
口
の
高
齢
化
の
度
合

い
」
を
表
し
た
も
の
で
す
。

六
五
歳

が
人
口
の
高
齢
化
を
示
す
指
標
と

し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ

か
け
は
、
ド
イ
ツ
で
最
初
の
老
人
年

金
が
設
け
ら
れ
た
時

、

そ
の
支
給
年

齢
が
「
六
五
歳
か
ら
」
と
決
め
ら
れ

て
い
た
こ
と
に
よ
り
ま
す

。

国
連
で
は
、
こ
の
老
年
人
口
比
率

を
も
と
に

、
四
%
未
満
の
国
を
「
青

年
国
」
、
四%
l

七
%
以
上
の
国
を

「社
年
国
」
、
七
%以
上
の
国
を
「
老

人
国
乍
」
分
類
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、

こ
の
比
率
が
七
%
を
こ
え
、

一
四
%

未
満
の
社
会
を
「

高
齢
化
社
会

」
、

一
四
%
を
こ
え
る
と
「
高
齢
社
会

」、

ま
た
、

二
一
%
を
こ
え
る
と
「
超
高

齢
社
会
」
と
呼
ん
で
い
ま
す勺

ち
な
み
に
、
重
信

町
は
今
年
の

三
月

一
日
現
在
で
約
二
ハ
・
八
%
で

す
が

、

そ
れ
で
も
県
下
の
市
町
村

で
は
比
率
の
低
い
町
で
す
。

こ
の
よ
う
に
長
生
き
で
き
る
こ

と
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
す
が

、

長
命
が
本
当
に
長
寿
に
結
び
つ
か

な
け
れ
ば

、

高
齢
者
に
と
っ
て
幸

せ
な
社
会
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

高
齢
者
が
幸
せ
に
生
き
ら
れ
な

い
社
会
は

、

高
齢
者
の
人
権
が
保

障
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
も
あ
り

ま
す
。

で
は

、

高
齢
者
の
人
権
と

は
ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
か

。

一
つ
は
、
高
齢
者
が
家
庭
や
地

域
社
会
の
中
で
大
切
に
さ
れ
、
人

生
の
先
輩
と
し
て
尊
敬
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

子
ど
も
や
孫
た
ち
に
か
こ
ま
れ

て
余
生
を
楽
し
む
こ
と
も
あ
り
ま

し
ょ
う

。

し
か
し

、

現
実
に
は

、

町
内
に
は

七
五
歳
以
上
の
「独
居
老

人
」
が
約
一
三
O
人
、
六
五
歳

以
上

の
「寝
た
き
り
老
人

」
が
五O
名
あ

ま
り
お
ら
れ
ま
す
。

単
に
寝
た
き
り
に
と
ど
ま
ら
ず

「痴
呆
老
人

」
と
な
る
と

、

家
族
の

苦
労
は
想
像
を
こ
え
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
障

害
者
の
半
分

は
高
齢
者
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
な
り
ま
す
と
、
高
齢
者
の

人
権
は
、
「
高
齢
者
を
大
切
に
す

る

」
「高
齢
者
を
い
た
わ
る

」
と
い

っ

た
人
と
人
と
の
関
係
だ
け
に
と

ど
ま
り

ま
せ
ん
。

そ
こ
で

二
つ
目
に
は
、

老
後
の

収
入
(
年
金
)
、
医
療
・
保
健
・
福
祉

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
、
生
活
に
張

り
合
い
を
持
た
せ
る
「
生
き
が
い
」

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

来
年

、

一
九
九
九

年
は

、

国
連

の
「国
際
高
齢
者
年

」
と
な
っ

て
い

ま
す
。

今
世
紀
最
後
の
年
を
目
前

に
し
て

、

高
齢
者
の
人
権
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

。

そ
の
こ

と
は

、
私
た
ち
一
人

一
人
の
人
権

を
大
切
に
す
る
こ
と
で
も
あ
り
ま

す
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
れ
は
や
が

て
私
た
ち
が
歩
む
道
だ
か
ら

で
す
。

も
っ
と
も
っ
と
吾
供
を
知
ろ
う

重
信
町
い
じ
め
・
登
校
拒
否
問
題
対
策
連
絡
会
議

き
な
原
因
で
も
あ
る
の
で
す
。

自
分
が
出
せ
な
い
。

や
り
た

い
こ
と
に
熱
中
す
る

こ
と
が
許

さ
れ
な
い
。

こ
う
い
う
状
態
が

続
く
と
不
満
の
蓄
積
が
は
じ
ま

り

、
や
が
て
、
子
供
た
ち
は
自

分
を
見
失
っ
て
き
ま
す

。

登
校

拒
否
は
「
自
分
探
し
の
旅
」
だ

と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す

。
登
校

拒
否
の
増
加
は
、
自
分
を
見
失

っ

た
子
が
多
い
こ
と
の
あ
か
し

な
の
で
す

。

平
均
値
や
相
対
的
な
評
価
か

ら
抜
け
出
し

、

「
そ
の
子
ら
し
さ
」

を
思
い
つ
き
り
ほ
め
て
や
り
ま

し
ょ
、
つ
。

し
か
し
、
子
供
が
自
分
の
個

性
を
発
揮
で
き
る
の
は
、
自
由

に
活
動
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る

環
境
に
お
い
て
な
の
で
す
。

大

人
が
ま
ず
す
べ
き
こ
と
は
そ
の

環
境
を
保
障
す
る
こ
と
で
し
ょ

λ
ノ
。「

十
人
十
色
」
と
い
う
言
葉
が

も

っ

と
多
く
使
わ
れ
る
社
会
に

し
た
い
も
の
で
す

。

そ
の
こ
と

が
、

「
子
供
を
知
る」
こ
と
の
出

発
点
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

十
人
十
色

「
十
人
十
色
」
と
い
う
言
葉
を

最
近
は
あ
ま
り
聞
か
な
く
な
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す

。

昔
は
、

「
人
は
人
よ。

あ
な
た
は
今
の
あ

な
た
の
ま
ま
で
い
い
の
よ

。

人

は
そ
れ
ぞ
れ
十
人
十
色
な
の

よ
。

」
と
言
っ
て

、

人
と
の
違
い

に
悩
ん
で
い
る
子

供
を
慰
め
た

り
励
ま
し
た
り
し
て
い
た
も
の

で
す
。

「
人
と
同
じ
」
こ
と
は
あ

ま
り

誉
め
ら

れ
な
い
こ
と
、
「
人

の
ま
ね
」
は
良
く
な
い
こ
と
と

い
う
の
が

一
般
的
で
し
た
。

し
か
し

、
社
会
の
移
り
変
わ

り
に
よ
っ
て

、

大
人
た
ち
の
意

識
も
徐
々
に
変
わ
り
、
画

一
的

な
目
標
、
限
ら
れ
た

価
値
を
子

供
た
ち
に
求
め
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た

。

子
供
た
ち
も

、

親
の
期
待
に
応
え

、

現
実
の
社

会
に
順
応
す
る
こ
と
を
自
分
に

課
し
て
生
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

個
性
が
埋
没
し

、

横
並
び
意

識
が
広
が
っ
て
き
た
こ
と
が

、

今
、
大
き
な
問
題
に
な

っ
て
い

ま
す
。

い
じ
め
を
生
み
出
す
大

を続けましょう“声かけ運動"
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水道給水装置工事について
水道給水装置とは、水道水を供給するために重信町が設

置した配水管 (道路埋設) から分岐して設けられた給水管、

止水栓、水道メータ一、及びそれに直結する宅内給水管か

らカラン(蛇口) までの施設をいいます。

平成 10年4月から、この水道給水装置を新設、増設又は

修繕等する際は、国が定めた水道法等の法律を道守し、町

が定めた水道業者(指定工事業者) にお願いしてもらうよう
になりました。

すでに契約を済ませたり 、 見積を依頼したりしている工事に

ついては、指定工事業者以外でもかまいませんが、今後の工

事分につきましては、重信町指定工事業者の方へお願いして

下さい。

平成 10年9月 30日までは経過措置期間としますが、 10月 l

日からは指定工事業者の工事でないと宅内の給水管も改修

することは出来ません。

ただし、カラン、シャワー器具の取り替え等の軽微な工事
については、どちらの水道業者で、もかまいません。

詳しくは、下記までお問い合わせ下さい。

役場水道課窟964-2001 (内 ) 331-333 

重信町管工事業組合 冨960-5677

重信町指定工事業者一覧表 平成 lO年4月 l 日現在

区長名簿
I也 区 名 区長氏名 電話番号

山 之 内 和田 明 964-0686 

樋 口 和田忍勝 964-6085 

横 河 原 水田博孝 964-2526 

τJtt z，、 津 JII 露口博臣 964-6479 

西 岡 葛原 匡 964-3276 

見 :ft 良 池川満一 964-8526 
フ"

田 窪 相原嘉雄 964-8194 

田窪田地 船岡藤雄 964-0228 

牛 法リ 大北熊雄 964-8658 

牛測団地 井上正雄 964-0504 

播磨台団地 池田照明 964-6275 

上 樋 林 俊二 964-3435 

南 野 田 宮崎清秀 964-8478 

~t 野 田 野口 誠 964-1582 

北 野 J口~、 松本 孝 964-3392 

新 キサ 松田義晴 964-8371 

上 林 桂浦善吾 964-8000 

下 林 永井雅敏 964-5590 

上 キサ 岩田 貞雄 964-3619 

平成10年度

指定工事業者名 所在地 TEL 

吉川水道 重信町大字横河原348 964-3228 

渡部電水工業 (株) 重信町大字国窪2060-18

(有)村上設備 重信町大字牛測605

高橋住設 重信町大字国窪2099-28 964-6791 

(有) さくらい設備 重信町野田1 丁目 18-16 964-8149 

上本住宅設備 重信町大字国窪1133・5 964-1213 

フジモト設備 重信町大字牛淵1846-6 964-8221 

にゅうのや電気水道 重信町大字国窪1833-1 964・2057

重信町管工事業(協) 重信町大字志津川番外5-2 960-5677 

重信町には I自治区j と
その下部組織として I組j があります。
ぜひ、 I組j にご加入ください。
「組j に加入するには

(1) 既存の組に加入できます。

どこの組に加入するかご不明な場合は、住所地の区

長までお問い合わせ下さい。

(2) 未加入の方、何戸かで新しく組を作ることができます。

組名 ・ 組長を決め、組員名簿を役場町民諜及び区長

まで提出してください。

問い合わせ先 役場IIIT民間l 窟 964 - 2001 内線232

歴
史
民
俗
資
料
館
だ
よ
り

愛
媛
陶
芸
展
の

入
賞
作
品
展

歴
民
で
は
民
具
な
ど
の
展
示
の

他
に
、
日
本
人
な
ら
で
は
の
技
を

「
日
本
の
技
・
重
信
の
技
」
と
し
て

紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
回
は

、

過
去
十
七
回
を
数
え

る
、
愛
媛
陶
芸
展
の
入
賞
作
品
を

愛
媛
陶
芸
協
会

・

愛
媛
新
聞
社
の

協
力
で
、
前
期
・
後
期
に
分
け
て

展
示
し
ま
す
。

前
期

五
月
十
二
日

i六
月
二
十
八
日

七
月

一
日

1

八
月
一
て十
日

ん一一1i
l

J
グ

後
期

町
立
歴
史
民
俗
資
料
館

富
(F
兼
)
九
六
四l
O

七
O

一

五
月
の
休
館
日

3

・

4

・
5

・

l

・

7

・
0
0

・
5

・
1

1
1

1
1
1
I
'
l

司
L
q
J
r

I

愛
媛
県
教
育
委
員
会

文
化
財
保
護
課
よ
り

銃
砲
刀
剣
類
の
登
録
が

変
わ
り
ま
す

平
成
十
年
四
月
か
ら
、
左
の
よ

う
に
銃
砲
刀
剣
類
の
登
録
縦
走
が

変
わ
り
ま
し
た
。

所
有
者
自
身
が
銃
砲
刀
剣
類
を

持
参
し
て
、
登
録
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

日
時

毎
月
第
三
水
曜
日

(
祝
日
の
場
合
は
翌
日
)

場
所

松
山
市
堀
之
内

愛
媛
県
立
図
書
館

持
参
品

ω
万
剣
類
発
見
届
出
済
証

ω
当
該
銃
砲
万
剣
類

ω
手
数
料

・

一
件
に
つ
き
五
千
九
百
円

登
録
証
再
交
付
手
数
料
は
三
千
円

ω
印
鑑

ω
身
分
証
明
書
(
運
転
免
許
証

・

健
康
保
険
証
等
本
人
で
あ
る
こ

と
が
分
か
る
も
の
)

ω
会
場
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で

、

公
共
交
通
機
関
を
ご

利
用
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
教
育
委
員
会
文化
財
保
護
謀

富
九
三
四
1

一
一
一
一
一
一
一

九
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町
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

。

田

総
務
課

課
長
別
府
頼
房
(
総
務
全
般
)

搬
縦一
鶴
宮
崎
良
輔

(人
事
・
秘書
)

管
財
係
長
済
川
孝
子
(
管
財

・
庶
務
)

行
政
係
長
青
木

隆
弘

(行
政

・
選
挙
)

主
査
渡
部
剛
士
(
入
札
・
契
約
)

主
事
森
誠
司
(
消
防
防
災
)

O

ク
阿
部
武
雄

(
交
通財産
刊誌
)

O

新
谷
ゆ
り
(
秘
書

・
文
書
)

尾
崎
紀
仁
(
給
料
・
共
済
)

近
藤
晃

一

(
運
転
手
)

笠
松
キ
ク
ヱ
(内
勤

)

形
上
千津
チ
(

ク

)

野
中
千
秋
(
竜
話
交
換
)

和
田
由
美
子
(
庶
務
)

助収
入
役

教
育
長

ij 

臨

時
ij イシij 

長

ム
口

樹

和

役

手口

田

正

桐

野

猛

高

橋

謙
0
・
・
・新
採
用

0
・
:

異

動

合
画
財
政
課

課
長
大

北
栄
二

(
企
画
財
政
全
般
)

問
問
…
隣
家
)

水
田

一
典
(
肝
雌
間
蹴
.
)

O
電
算
係
長
永
野
昌

二

(
電
算
全
般
)

企
画
削
撚
係
長
安
井
重
幸
(
蹴
叫
抑
制
翻
)

主
査
東

洋
一

(
船
都
新
料
)

山
本
健
五
口
(制
方
絞
鮒
)

主
事

山
内
章
江
(
紘
御
前
開
)

阿
川
門
間

U

O
出
納
係
長

野
中
忍

(
会
計
全般
)

主
査
渡

部
康
美
(
会
計

)

清
水
美
和
子
(

ク

)

制
l

調
|

劃
l
J

課
長

山
内

一
正
(
税
務
全
般
)

鰻
開
時
)伊
賀
悌

二
副
総
犠
)

収
型
産
公
窪
田
正
道

(
制
維
時
金

)

祭
話
係
長

加
藤
厚
志
(
税
隣
諸))

主
査

門
田
千
志
(
阻
紙
健
康
保
)

田
中
聡
司

(町
県
民
税
)

O
主
事

橋
本
剛

(
制時
抑
可
)

明
賀
良
和

(闘
嬬
銭
可
)

宮
附
良
樹

(収
納

・
証
明
)

O

ク
和
田

淳
子
(
時
腕
例
腕)

臨
時

高
岡
慶
亮
(
訓
蜘
滞
納
・
)

高
橋
政
信
(
町
税
徴
収
)

八
塚
孝
(

ク

)

評
価
補
助員

森
貞
柴
久
(
家
屋
評
価
)

民

課

0 
主戸住謀晋ー
籍 言語 iz

査室長2

武
智
由
貴

池
川
忠
徳

古
朋
美砂
子

大
西
聖
子

(
町
民全
般
)

(謀
総
予

)

(
畿
地
訴
)

(枇
醐
凱
吋
庶
務

)

百
回
品
比
国
木

4
引

4
f
E
E
-
-

課
長
池
田
典
弘
(
福
祉
全
般
)

主

幹
高
須
賀

厚
(
民
生
社
会
読
)

間
制
附
蹴

(般
)

永
田
省
三

(伐
凱
蜘
腕
)

縫
得
生
係
長
森
勝
代
(
保
健
衛
生
)

同
和
対
策
係
長
渡
部
明
徳

(
州
制
限
削
)

援
年
金
係
長
宮内
仁
司

(
国
民
年
金
)

主
査

牧
正
人

(保
育
所
)

高
須
賀
平
夫
(老
人
福
祉
)

野
中
純
子

(
附
肝
鵬
慨
)

渡
部
昌
弘

(
国
民他康保
険
)

渡
部
真
也

(防
害
者
福
祉
)

村
上
明
子

(
国
民
農
産

大
北
智
子

(
叫
論
酬
庶
務
)

平
岡
功
行

(
腕μ均
児。

)

水
田
隆
介

(国
民
年
金
)

西
山
友
音
(
保
健
)

矢
野
映
子

(
んγ

)

菊
池
久
代

(
ク

)

野
村
美
保
子

(
ク

)

中
須
賀
掌P
ナ
(

ク

)

西
山
ゆ
か
り
(
ク

)

氏
家
武
雄

(
政
相
祉
セ
ン

タ
ー

)

岡
多
正

(
生
活相
談
)

稲
沼
市
U司
(
囚
民
年
金
徴
収
日
目
)

森
清
徳
(
ク
)

塩
見
エ
リ
子

(
閣
議
報
)

森
道
子
(
ク
)

。

王王
事 ク
補事

。

王

事

。 。

イ呆
ク{建。

婦

臨 l属 |臨栄
養。

時託時士

井
門
政
之

水
田
仁
志

仙
波
さ
お
り

(削
礎
的
十)

(伊
例
制
創
刊
日
明

)

(
餓伊
時
)

// ij イシ。// ij ij ;: l害
援 加 環
首11 mき .1.=
寛 h冗

ZT 謀
議 書
鶏 壌
を 霊

棚
脚
碑
陵中
矢

淳

主
査
森
賢
治

臨
時
恒
岡
慶
成

(開
山Mh
ι地・
)

(対
向
抑M
4)

(側
諸
M
q)

重
信ヲ
リ
l

ン
セ
ン
グけ

係
長

(
齢別
針
セ
ン
タ
ー

)

作
業
員

(
0

)

臨
時
(

芥
川

昭

小
林

実

渡
部
政
雄

蟹
江
健

一

ij // 

産
業
課

課
長

山
内
故
証

(
産
業
全
般
)

鑓
鰹
腿
渡
部
清
則

(
組
織
柏

葉
全
般

)

Q
M鵡
雌(兼

)

高
岡
周
二

(
ほ
護側
換
地)

O
商
工
係
長
大
西

清
美
(
商
工
観
光
)

山
林
水
議
院
高
原
弘

一

(川村林
水路
振興
)

山刷
業
土木
係
長
池
田
裕
二

(
農
業
土
木
)

Q
リザ
一
登
謀
長
高
須賀
政
史
(
山
援
委
員
会
)

O
主
査

池
田
隆
太
(
ほ
護
側
換
地)

上
岡
浩
二

(
農
業
土木
)

大
西
匡
宏
(
ク
)

主
事
渡
部

俊
也

(林
業
振
興
)

技
師
池
田
覚
志

(農
業
土
木
)

主
事
補
桂
浦
新

吾
(
農
業
振
興
)

県
公
社
派
巡
高
橋俊
光

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

臨
時
大
森
稔
(
管
理

)

国
土
調
査
課

課
長
伊
賀
功

(
国
土
問
査
会
般
)

管
理
係
長
堀
内
晃

(
靴
純
一
間
酪
)

O
国
土
理係
長
渡
部
真

二
布
団
淵
酔
)

主
事
宇
都
宮
由
孝
(
ク
)

森

照
美
(
附
的
処
理
)

森

幸
二
議
事
)

// 

躍
回
限
爆

課
長
和
田
洋

(
建
設
全
般
)

識
餓

(
兼
)

束
村
雅
則

(
4融
一
羽
一
川
)

管
理
係
長
弓
削
田
恵
美
(
胞
続
事
務
)

O
襲
在
宅
係
長池
川
英
信
(
胴
雌
靴
腕
)

O
事
業係
長
大
森
忠
昭
(

一
般
土
木
)

主
査
森
忠
臣
(
ク

)

技
師
橘
正
城
(
。

)

平
岡
芳
樹
(

ク

)

事

井
上
隆
文
(
建
築
雌
認)

、王都
町
瞳
備
課

課
長

露
口
憲
三

(都
市縦
型車般
)

O
鍛
縦
健
武
智
安
史
(
公
園
賛
萩
)

都
市叶

一山一笠

桐
野
彰
紀

(締
邸
主

・
)

O
地
域
開発係
長
丹
生
谷
則
篤
(時
制
限
般
)

主
査

佃

一
彦
(
諜m
q
)

。

高
原
さ
ゆ
り
(
川
山
初
公
凶
作
製
)

竹
森
尚
樹
(
公
躍
計
五
)

村
上
雄
紀

(
公
間
設
計
霧
)

大
北
勝
也

(
淵
脱
附
胴
)

ク

技
師

主
事水

温
課

課
長
小

山
澄
男
(
水
道
全
般
)

緩
い
州
雌
(
兼
)

森
知
男

(
実
話-笹
)

工
務
係
長

森
一

{疋

(料
金

・
管
理
)

O
主
査

岡
本

勇
(

ク

)

技

師

大
西

一
正

(
設
計
管
一
担
)

臨
時
井
上
昭

(
事
業計
画
)
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所
長
渡
部
幸
子

O
主
任
保
母
山
内
美
紀

保
母
菊

地

道
…

0

0

八
木
美
智
子

。
藤
本
恵
理

子

。
高
橋
淑
香

ク
大
久
保

真
理

。
東

村
恵
美

0
0

山
内
真
紀

0

0

高
橋
忍

。

池
田
靖
子

。
佐
藤
則
美

調
理
員
安
平
恭
子

ム
ゲ
丹

宍
企
白
金
十

丹
生
谷
良子

悲
巾
勤職
員

水
田
純
子

。
片
岡
め

ぐ
み

土
居
熊
代

渡
部
嫡
子

佐
藤
美
恵

大
野
由
香
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高
井
保
育
所

所
長
石
田

ト

シ
子

主
任
保
母
高
市
妃
登
美

保
母
八
木

幸
美

阿
部
信
恵

大
西
幸

恒
岡
佳
枝

田
中
か
お
り

染
川
宏
美

高
須
幻美
智
子

近
藤
智
穂

岸
尾
千代
子

。
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ク

調
理
員

(
フリ
l

)

(
育教
担
当
)

(紫
組

)

(
黄
組
)

(
オレ
ン
ジ
組)

(
赤ひ
よ
こ
組)

(
赤ね
予
」
組)

(桃
き
り
ん
組
)

(桃
、っ
さ
ぎ
組
)

(桃
パ
ンダ
組
)

縁
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鳥
川
明

美

岡
本
栄
子

大
北
幸
子

扇
山
久
美
子

渡
部
弘
子

佐
伯
由
美

和
田
愛

波
部
由美
子
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今追}ウ

Jfi成
長
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(赤
毒
組
)

ロ
井
第
二
保
育
所

所

長
奥

村
久
子

O
主
任
保
母
上

堂
由
美

保
母

大
北
小
代
子

山
内
裕
子

黒
河
班
紀

0

0

松
岡
亜
紀

岡
本
千
鶴

浅
野
め
ぐ
み

O

ク
上
岡
和
代

白
井
リ

ズ

中

村
俊
子

水
本
徳
子

調
理
員

村
上
美
保
子

岩
田
房
子

丹
生
谷
次子

非
常
勤
職
只
渡
部
弘
子

比
野
圭
尽
子

軍
市
以
コ
R
K弓
匹
川

+
f

司
d
u
レ
冨
F
F
-
F

所
長
中

川
幸
恵

O
主
任
保
母
篠
原
み
は

保
母
野
中
美
保高橋

直
子

宮
井
宙
革
大

神
谷
奈
苗

大
北
鹿
代
子

11 ん
γ

調
理
員

(フ
リ

l

)

(あ
か
組
)

(
育
教
担
当)

(こ
す
も
す
組)

(み
ど
り
組
)

(あ
お
組
)

(き
組

)

(い
ち
ご
組
)

(さ
く
ら
組
)

(も
も
組
)

(
フリ
1

)

(
青
組
)

(桃
組

)

(
黄
組
)

(
赤
組
)

O
 

K
Ha山'
l
仰
他山手
・

4

司
ヅ
'J

桝
盟
郎
副叩r
a
h

吉
田
豊
香

蹟
瀬
節
子

上
本
呆
雪

R

E
J
4
f
'
1
冨
F
E
'

所
長
玉
乃
井
京
子

保
母

三
瀬
靖
美

0

0

森
優
子

調
理
員
菅
能
潤
子

非
常
勤
職
員
家
久
静
恵

三
好
優
子

(桃
・
黄
組
)

赤

荘l

主事 言蓋
1ヲ5 ロ tx.

査室 会
加 地 事
壁量 務
土空 局
j京 唆

苧護
査 1岳

教
育
委
員
会

教
務
課

謀
長
岩

川

孝
男
(
救
育
行
政
令
厳
)

総
務
係
長
菅
原
富
子
(
判
制
引
い
し

守
校
教
育
係
長
高市
圭
二
(
物
館
制約備
)

王
事
大

北
英
明
(
椴脇
励賞
)

校
務
員

和
田
健
治

(
重
信中
学
校
)

。
豊
田
周
子
(
北

吉
井
小学
校
)

松
田
公
子

(商
事
汁小
学
校
)

越
智
靖
子

(
拝
志小
学
校
)

矢
野
秀
子
(
上
林
小
学
校
)
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タ 件向性和
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社
会
教
立
川
氏同
省
吾

明
星
方
夫

図
書
館

館
長
(
兼
)
高
橋
謙
一

課
長
補
佐
(兼
)

日
目

1

1
ム

図
内
係
長

手
f
日
ろ

ノ
戸
川
ム

O
庶
務
係
長
山
内
、
ン
ゲ
ル

主
査

和
田
浩
二

臨
時

青
井
正
史

中
矢
清

松
村
太
郎

高
橋
美
和

宅〉11 

(
断M
U前
成
)

(
図
書
館
全
般
)

(図
書
館
庶
務)

(
図
古
館
管
理
)

(
図書
館
整
理)

(

ク

)

(
移動
図
書
館
)

(回
世
館
整
理)

歴
史
民
俗
資
料
館

館
長
(兼
)
高
橋
謙

一

主
査

山

本
一
英

臨
時
神
山
朋

也

(庶
務

・
者

)

(
脚m
M位
制
財
)

(
附
湖
館
行
事
)

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

所
長
岩
田
守

給
食
係
長

山
内
弘
子

給
食
技
術貝

竹
内
和
昭

田
辺
定
則

倉
瀬
克
典

岩
田
英
貴

宅
住
訓
迎
只
野
中
ウ
メ
子

調
理
員
新
谷
房
子

小
倉
サ
キ
子

三
村
佐
江子

中
島
カ
ヨ
子

佐
伯
百
子

11 11 11 

(
学
伏
命
食
会
般
)

(
山
飢
餓
合
計
事
也

(
釘
ラ
l

機
械
)

(配
送
・
調
理
)

(調
理

)

(配
送
・
調
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(調
理

)

(
ク

)
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八
木
敬
子

大
北
幸
子

越
智
鈴
美

野
中
良
子

県
職
員

山
内
弘
子

。
臨
時
制
組
只
桃
野
久美
子

重
信
幼
稚
園

園
長
渡
部
ア
イ
子

主
任
教
諭
阿
部
伸
子

教
諭

小
田
か
よ
子

劉
馬
文
代

田
中
千
秋

岡
山
浩
子

大
北
利
香

杉
本
智
恵
子

東
村
み
ず
き

森
千
夏

池
川
キ
ヌ
子

北
吉
井
幼
稚
園

園
長

田
中
輩
芋

主
任
教
諭
渡
部
敏
子

教
諭
白
戸
市
美
子

家
久
安
佐

高
市
志
保

酒
井
良
理
子

田
中
旬
恵

高
橋
香

吉
阿
弥
紀

松
本
か
す
み

明
星
王
子

窪
田
美
治
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Information 
商
工
業
実
態
基
本
調
査

商
工
業
実
態
基
本
調
査
は
、
中

小
企
業
に

お
け
る
多
様
な
企
業
活

動
の
実
態
を

総
合
的
に
把
握
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、

全
国
で
約

三
十
万
の
製
造
業
、
卸
売

・

小
売

業
及
び
飲
食
店
を
経
営
す
る
法
人

企
業
及
び
個
人
企
業
を
対
象
に
、

平
成
十
年
六
月

三
十
日
現
在
で

実

施
さ
れ
ま
す
。

重
信
町
で
は
、
約
三
十
の
企
業

が
調
査
対
象
と
し
て
指
定
を
受
け

て
い
ま
す
。

対
象
企
業
に
は

、
調

査
員
が
調
査
票
を
持
っ
て

お
伺
い

し
ま
す
の
で

、

ご
協
力
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

回
収
し
た
調
査
票
は
厳
重
に
保

管
さ
れ
、
統
計
以
外
の
目
的

に
使

わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

。

ま

た
、
調
査
関
係
者
が
秘
密
を
漏
ら

す
こ
と
は
法
律
で
禁
じ
ら
れ
て
い

ま
す

の
で

、

正
確
な
記

入
を
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
に
つ
い
て
不
審
な

点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
企
画
財
政
諜
企
画
調
整
係

冨
九
六
四
|
二
O
O

一
附

内
総
五
七
二

衛
生
害
虫
駆
除

夏
に
発
生
す
る

蚊
・

ハ
エ
を
、

地
区
ぐ
る
み
で
駆
除
し
、
快
適
な

生
活
が
送
れ
る
よ
う
、

全
町

一
斉

に
衛
生
害
虫
駆
除
を
展
開
し
ま
す
。

薬
剤
は

、

地
区
実
践
会
を

通
じ
て

配
布
し
ま
す
。

実
施
時
期

六
月
七
日
か
ら
七
月
十

二
日
ま

で
に

、

六
回
実
施
し
ま
す
。

使
用
薬
剤

水
溶
性
粒
剤

散
布
要
領

薬
剤

一
袋

(
五
グ
ラ
ム
)
が

一

回
分
で
す
。

こ
れ
を
四
百
倍

(
二

リ
ッ
ト
ル
の
水

)
に
薄
め

、

汲
み

取
り
便
槽

及
び
そ
の
周
辺
に
散
布

し
て
下
さ
い
。

注
意
事
項

①
薬
剤
は

、

地
区
ま
た
は
組
単
位

で
散
布
し
、
個
人
で
散
布
し
な

い
で
下
さ
い
。

②
薬
剤
と
同
時
に
事
故
防
止
用
ラ

ベ
ル
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
必

ず
ピ
ン

等
容
器
に

は
り
つ
け

、

小
児
の
手
の
届
か
な
い
場
所
に

保
管
し
て
下
さ
い
。

③
浄
化
槽
に
は
、
使
用
し
な
い
で

下
さ
い
。

浄
化
槽
内
の
大
切
な

微
生
物
が
死
ん
で
機
能
を
発
揮

し
な
く
な
り
ま
す
。

④
余
っ
た
薬
剤
は

、

役
場
生
活
環

境
課
ま
で
お
返
し
下
さ

い
。

横
河
原
砂
防
出
張
所
が

名
祢
変
更

平
成
十
年
四
月
九
日
よ
り

、

重
信

川

で
実
施
し
て
お
り
ま
す
直
轄
砂

防
事
業
を
、
松
山
工
事
事
務
所
か
ら

吉
野
川
砂
防
工
事
事
務
所
と
統
合

す
る
こ
と
に
伴
内
所
属
と
名
称
が

左
記
の
よ
、
つ
に
変
わり
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
同
様
、
土
砂
災

害
防

止
の
為
の
砂
防
ダ
ム

や
流
路
工
を

施
工
い
た
し
ま
す
の
で

、
皆
様
の

ご
支
援
、
御
協
力
を
よ

ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

旧

一
松
山
工
事
事
務
所

横
河
原
砂
防
出
張
所

新

一
四
国
山
地
砂
防
工
事
事
務
所

重
信
川
砂
防
出
張
所

所
掌
範
囲

こ
れ
ま
で
と
同
じ

重
信
川
上
流

域
と
表
川
流
域
の
直
結
砂
防
事
業

を
担
当
し
ま
す
。

住
所
・
連
絡
先

出
張
所
は
こ
れ
ま
で
の
横
河

原

砂
防
出
張
所
と
同
じ
で
す
。

四
国
山
地
砂
防
工
事
事
務
所

徳
島
県
三
好
郡
井
川
町

西
井
川
六
八
|
一

富
(
O八
八
三
)七
二
l

五
凹
0
0

重
信
川
砂
防
出
張
所

重
信
町
大
字
横
河
原

冨
九
六
四
|

二
一
二
六

建
設
省
四
国
地
方
建
設
局

四
国
山
地
砂
防
工
事
事
務
所

重
信
川
砂
防
出
張
所

ま
ご
こ
ろ
銀
行
だ
よ
り

重
信
ま
ご
こ
ろ
銀
行
に
次
の
方

か
ら
金

一
封
を
寄
付
下
さ
い
ま
し

た
。

温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま

す
。
(敬
称
略
)

〈
香
典
返
し
〉

森
長

昭

(下
林
)

亡
母

・

君
子

宮
崎
隆

=
二
南
野
田
)

亡
母

・

東

南
須
頁
寛
柴

(
上村
)

亡
母

・
ト
ミ
ヨ

6
月
は

男
女
雇
用
機
会
均
等
月
間

昨
年
六
月

、

男
女
雇
用
機
会
均

等
法
の
改
正
が
行
わ
れ

、

女
性
差

別
の
禁
止
等
を
盛
り
込
ん
だ
「
雇

用
に
お
け
る
男

女
の
均
等
な
機
会

及
び
待
遇
の
確
保
等
に
関
す
る
法

律
」
が
、
平
成
十

一
年
四
月
よ
り
施

行
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

労
働
省
で
は

、
毎
年

六
月
を

「
男
女
雇
用
機
会
均
等
月
間
」
と
定

め
、
社
会

一
般
の
認
識
と
理
解
を

深
め
る
た
め
の
活
動
を
全
国
的
に

実
施
し
て
い
ま
す
。

愛
媛
女
性
少
年
室
で
は
就
職
活

動
に
お
け
る
男
女
の
均
等
取
扱
い

に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
女
子
学

生
か
ら
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

冨
九
三
五
|
五
一
一
一
一
一
一

交
通
事
故
の
発
生
状
況

在
一t

N引

現
平
ψ
一
ゆ
一6

一ゆ
一
軒

目
両一七
一
二村
一
軍

明
7
ー

T
I
T
i
-よ
嘗

豊
年

一MU
一2
一
泊一
踊

耐
一
本
一
広

一
一
似一加

平
「
|
「
|
「
|
「
L

μ

一
一
生
一
者
一
者一

Jく
ノ

一
一発
一
死
一傷
一

一
D
Z

春
の
全
国
交
通
安全
運
動
期
間
中

一β「

の
南
署
管
内
の

事
故
発
生
件
数
五

一
し
一

十
八
(昨
年
比
+

二
十
七
)
傷
者
七

一
法
一

士

ニ
(同
+

三
十
)
死
者0
(昨
年
同
)

一
比
一

(
県内
で
は
死
者
四

(昨
年
0
)
)

一
信
一

陸
・
海
・
空

豆

自
衛
官
募
集
申

一な
一

十
年
七
月
入
隊
要
員
募
集
中

一
二

募
集
締
切

五
月

二
十
九
日
樹

、
一

十
八
歳
以
上
二
十
七
歳
未
満

一
三

(
学
歴は
聞
い
ま
せ
ん
)

一
は
一

試
験
日

六
月
九
日

ω

一
犬
一

試
験
場
所

陸
上
自
衛
隊

一
一

松
山
駐
屯
地

\
O
F
J

給
与
等

二
ハ
一
、
九
O
O
円
1

f
F
4

一
七
三

、

七
O
O
円

←
~

ボ
ー
ナ
ス
年
一
一
一
回

完
全
週
休
二
日
制

多
様
な
国
家
資
格
取
得
が
可
能

問
い
合
わ
せ
先

役
場
総
務
謀

富
九
六
回
l

二
O
O

一

松
山
募
集
案
内
所

富
九
四
七
|

三
O
四
O



之んな之~O あんな之ど。

山
之
内
区
で
は
、

自

治
会
役

、
y
昌
一
-

P
T

A

・
地
区
の
各
グ
ル
l

肉
プ
協
力
の
も
と
、
新
緑
ン

l

ズ
ン

〉
聞
の
始
ま
り

に
合
わ
せ

、

今
年
も
こ

i

い
の
ぼ
り

の
歓
迎
ア
l

チ
を
除
け

什
リ
堰
堤
に
架
け
渡
し
ま
し
た

。

二
段

川
ツ
の
堰
堤
に
架
か

っ

た
こ
い
の
ぼ
り

登
は

、

そ
よ
風
に
乗
っ

て
ま
る
で
鯉

章
一
也の滝
登
り

の
様
で
、
山
之
内
を
訪

)

れ
る
人
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す

o

M

(地
区
で
は

、

い
ら

な
く
な

っ
た
こ

ん

い
の
ぼ
り
を
集
め
て
い
ま
す

。

?
』
連
絡
先

一や
ほ
の
会
事
務
局山
内

英
彦

冨
九
六
回
|
七
八
八
七
)

重
信
町
総
合
公
園
(西
岡
)の
、X
バ
ザ

ク
ラ
が
、四
月
十
日
頃
満
開
と
な
り
、
訪

れ
る
人
の
目
を
な
ご
ま
せ
て
い
ま
し
た。

ん

ピ
ン
ク
の
か
れ
ん
な
花
を
咲
か
せ

・
こ

た
シ
ハ
ザ
ク
ラ
は
、
公
園
を
入
っ
て
す



ぐ
の
ゲ
l

ト
ボ
l

ル
場
と
幼
児
広
場

V

を
囲
む
斜
面
お
よ
そ
九
0
0
2

m
も

の

h
N
F

広
範
聞
に
植
え
ら
れ
て
お
り

、

そ
の

M
N
F

様
は
、
ピ
ン
ク
の
じ
ゅ
う
た
ん
を
し

叩

い
た
よ
う
で
し
た

。

(
写真
が
カ
ラ
l

J
，

で
な
く
て、
と
て
も
残
念
で
す0
)

ン

こ
れ
か
ら
は
、
黄
色
い
花
を
咲
か
せ

。

ヒ

る
ヒ

ベ
リ
カ
ム
カ
リ
シ
ナ
ム
、
ピ
ン
ク
の

花
の
マ
ツ
バ
ギ
ク
が
見
頃
と
な
り
ま
す勺

場所愛媛大学重信キャンパス

日時 5月29日(金~-..31 日 (日)

問い合わせ先富955-1606

愛媛大学医学部医学祭実行委員会

愛媛大学医学祭!之きてね
内
容
(
一
部
)

五
月
二
十
九
日

倒

F
M
愛
媛
「
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク

ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
中
継

十
七
時
四
十
分
1

五
月
三
十
日

凶

妊
婦
体
験

・

市
民
講
座
・
健

康
相
談

・

フ
リ

1

マ
ー
ケ
ッ

ト

・

医
学
部
展

・

ソ
フ

ト

ボ

ー

ル
・

サ
ー
ク
ル
バ
ザ
l
-

救
急
医
療
体
験

五
月
三
十
一
日
同

嘉
門
達
夫
の
ラ
イ
ブ

十
五
時
三
十
分
1

(チ
ケ
ッ
ト

二
千
五
百
円
)

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

・

オ
ー

ク
シ

ョ
ン

・

妊
婦
体
験

・

市
民
講

座
・

健
康
相
談

・

フ
リ

l

マ

ー

ケ
ッ
ト
・

医
学
部
展
・
サ

ー

ク
ル
バ
ザ
ー
-

救
急
医
療

祉
や
治以

(
-

第22回
フ
リ
l

マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
者
募
集

内
容

一
ブ
1

ス
当
た
り

2

・
5

×
2

・

5
m

約
百
店
募
集
、
参
加
費
用
は
無

料
。

た
だ
し

、
飲
食
物
の
販

売

は
禁
止
し
ま
す
。
詳
し
く
は

、

医
学
祭
実
行
委
員
会
ま
で
。

日屯陸 主
時地上 玄

ムア 創白 、、
時万 立衛 ど
よ王 43 隊 主
主 由 周松 己
H寺 /日 年山 3E
山 駐竺

)) 

「犬のフン」は、飼い主の責任で始末しましよう 。

場
所陸

上
自
衛
隊
松
山

駐
屯
地

松
山
市
南
締
本
町
乙

二

五

(旧
国
道
十

一
号
線
、
沿
い)

催
し
物

記
念
式
典
、
訓
練
展

示
、

装
備
品
展
示
、
ジ
ー

プ

試
乗
、
ミ
ニ
凹
駆
大
会
、

売

店
、
そ
の

他
子
供
か
ら

お
年

寄
り
ま
で
楽
し
め
る
催
し
物

が
盛
り
沢
山
で
す
。

そ
の
他

シ
ャ

ト
ル
パ
ス

J
R

松
山
駅
1

市
駅
1

駐
屯

地
(
一
回

)

伊
予
鉄
梅
本
駅
1

自
衛
隊
官

会
口i

駐
屯
地
(二
1

一一一回
)

問
い
合
わ
せ
先

松
山

駐
屯
地

窟
九
七
五
|
O
九

一
一
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窓籍ド
お
誕
生
お
め
で
と
う

(4月 10日までの届出分)

出' 自'横牛西国田 回 牛樋田上樋富十|二 宮毒川 菌持良 川 官 官 住
E2E1 原1n1i別問 窪窪窪 測口 窪 林口 E2 E2 i刻 百3 阿 古2 百2 所

警jji鵬!141 出
生
児

生一 俊治記玉泰広樹英 里留 孝明企秀 哲也 英策真一 阜行 健吾前一t ~.)f-孝晃司 淳也 基表哲也 智浩 徳洋 IIB 昭 {護者呆

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 年生月
-・・・・・・・・・・ー・

30 29 27 27 25 24 20 20 18 17 15 14 13 1 J 1 1 9 8 7 7 6 5 4 4 日

の

企満 1 歳

一色涼平くん (H9 .5.12生)
野田2丁目

「いつもC22[22、

元気で慢しい手Ø'èhってね!J
(父・洋 母・昭子)

満3歳までのお子様を募集しますl
、r、J、J'V'V'、./'v'、r、./'v'、.rv町、r、r、f、f、r、r、f、，

掲載ご希望の方はお誕生月の前月 1 0日までに 、 写真に
保説者の コメント を添えて役場町 民謀までお送 り下さい。

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

横原河樋 牛上 上見奈良上北野西牛上之内山 南野 住
口説リ 村林 村田 |司 i測林 間 所

ir 宮署 E き?韓関i 氏l

界 利幸子定 乙車子チ 歪子 チスヱツ 名

88 83 81 79 80 80 89 89 75 79 72 94 70 年d寸』3 

44443  3 333  3 3 3 3 手E

忘|
10 8 5 2 20 18 1 7 17 16 16 15 1 0 10 日

日曜) fr 事 名 時間 場 所 日(曜) 行 名 1時間 場 所

1 (月) 軽自動車税納期限 中央料理教室① 9:30~ 町民会館
18附 ーーーーーーーーーーー一一一一一一一 一一一 一一 一一一一ー-ー- 一一ーー -ーーーーー

2ω 人権相談所 1O :00~15:00 投場2陪第1会議室

3 休) 読書会源氏物語講座 113:30~15:301 町民会館婦人室 19幽

4 休) 20出

5樹 燃やさないごみ (空き缶・金属類、ぴん ・カ.フス類) (町内全地区)
ーーーーーーーー ーーーー一一一 一一一一一一一一一ー-ー ーーーーー一ーー ーーーーーーーー

6 出 菊づくり講座 113:30~15:301 町民会館 燃やさないこeみ(ペットボトル、 その他燃やさないごみ) (横河原区のみ)
21 (日) ーーーーーーーーーーーーー ーー -ーー一一一一一一一一ー -ー一一 ー 一一 ーーーーーー ー 一 ー

燃やさないごみ(空き缶・金属類、ひeん・ガフス類) (町内全地区) 粗大ごみ(横河原区のみ)
ーーーー一一ー一一一一一一一一一一 一一一一一 一ーー一ーーーーーーーーーーーーーーーーー

ーーーーー ーー ーー ーーー-ーー一一一 一一一一一一一一 一ーー一一ーーーーーー 一一ーー一ー
燃やさないこ'み(ぺットボトル、 その他燃やさないごみ)(横河原区のみ) 当番医北上靖博整形外科 松山市平井町宮975-3753

7 (日) ーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーー

フラワーアレンジメン卜講座 19:30~ 町民会館粗大ごみ(横河原区のみ) 22(月)
ーーーー ーーーーーーーーーーー-ーー一一ー一一一一ー-ーーー一一ーー-ー一一一一一一一

町民会館当番医岸本医院 川内町北方冨966-5670 お喋り教室② 19:30~21 :30 

8 (月) 23ω 
移動図書館車運行(山之内、樋口 、 横河原方面)

9ω 移動図書館車運行(山之内、樋口 、 横河原方面)
粗大ごみ (横河原区及び田窪田地を除く町内全地区)

10休) 移切動手図J書J 竺館車空運空行(-志ー津ーー川ー、ー八ー反ーーi曲-、h西岡:3、?堀三池、1牛1 : 3測?、l自R衛E隊竺官型舎方面) 24附 長扇福一ーーーーーーー ーー :[HZi[:到同書房唖

移動図書館車運行(志津川 、 八反地、 西岡、堀池、牛湖、 自衛隊官舎方面)

11休)
そt思~d)ìliè主主哩誌!~_____l~そ:00ご竺:_O~l閉会空ーー

25休) 'KFRGTP望号L ---I2:??ご竺叫II1Jlt竺型
移動図書館車運行(上極団地、播磨台団地、 野田 1丁目、新村、 北野田 、 南野田方面)

移動図書館車運行(上樋団地、播磨台団地、野田1丁目、新村、北野田 、 南野田方面)
12担当 移動図書館車運行(上村、 下林、 上林方面)

26幽 移動図書館車運行(上村 、 下林、 上林方面)
13出 27出

燃やさないごみ(ペットボトル、その他燃やさないごみ)(様河原区を除〈町内全地区)
燃やさないごみ (ぺットボトル、その他燃やさないごみ)(績河原区を除〈町内全地区)

ーーー ーーーーーー[~:~ー，~i~:~~I ~~~ーーーーーー ーーー ーーーーーーーーーーーーーーーー司自ーーーー----ーーーーーーー『ーーーー-ー1 4(日) 廃棄図書交換市 9:00~ 図書館2陪ロビー
粗大ごみ (田窪団地区のみ)ーー ーー ーー ーー ー ーーーーー一一ーー - ーー ー一ーーーー

28(日) 民主通言語扇面一 [~:~O~~丙ーi唇経H4if当番医永山内科 松山市北梅本町宮976-1788

ーーーーーーーーーー ー ーーーーーーーーーー ーーー ー ー ーーー15(月)
当番医国立療養所愛媛病院重信町横河原窟964-2411

16ω 
29(月

読書会 源氏物語講話 13:30~15:30 町民会館婦人室
30ω 町県民税第1 期納期限・水道使用料 (4 、 5月分)納期限1 7休j

手話教室 7:00~ 町民会館

お手数です

NTI四国電話帳(紛

会保健に関する行事は 、 「わが家の健康カレンダ-J をご覧下さし、。 健康カレンダーをお持ちでない時は 、

が役場福祉課ま でお越し下さし 、 。

愛媛県混泉郡重信町 編集 11町民諜⑤79 ト0292 重信Il~大字志主It J 11 972番地 窟 (089 ) 964-200 1 (代表) 印刷発わ


